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1. はじめに 
	
 2006年 10月 15日に、ハワイ島北西岸のキホロ湾地下 39kmにおいて、Mw6.7の
キホロ湾地震が発生した。このキホロ湾地震（以下、本震と呼ぶ）は、ハワイ諸島の

重みに起因する上部マントル内のひずみが引き起こした地震であると考えられてい

る（例えば、McGovern, 2007）。 
	
 本研究では、強震動波形を用いた波形インバージョンを行い、本震のすべり分布を

求めた。次に、本震断層面上で起きたと考えられる小地震の応力降下量を解析し、本

震のすべり分布との関連を調べた。 
 

2. 解析手法と結果 
	
 はじめに、本震のすべり分布を求めるために、経験的グリーン関数および複数の

time-windowを用いた波形インバージョン解析を行った。なお、経験的グリーン関数

の計算には、Mw5.2の余震波形を用いた。Global CMT解の 2つの節面をそれぞれ断
層面であると仮定して解析を行った結果、本震の破壊は東西走行の断層面上を東から

西へと一方向に伝搬したこと、破壊伝搬速度は 3.0km/s（S波速度の 63%に相当）よ

りも速かったこと、破壊開始点の西側に大きなすべりをおこした領域があることが明

らかになった（Figure 1）。この結果は、余震の震央が東西方向に分布していること、
および余震の震央が本震西側に多く分布していることと調和的である。 
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 次に、2006年と 2007年に本震震源域で起きた 2.5 < Mw < 3.5 の地震について、
静的応力降下量を求めた。解析した 39 地震のうち 37 地震が余震である。解析の結

果、静的応力降下量は 0.12MPa から 8.6MPa の間の値をとり、本震時に大きなすべ
りを起こした部分で起きた余震は大きな応力降下量を持つことが明らかになった

（Figure 2）。 

 
3. 考察と課題 
	
 小地震時の Strength excessや、overshootあるいは undershootが顕著に大きくは

ないと仮定すると、Figure 2で示した結果は、本震時に大きなすべりを起こした場所
が、大きな「強度と動摩擦応力の差」を持っていた可能性を示唆している。2006 年
キホロ湾地震は、定常的な地震活動度が低い場所で起きたため、応力降下量解析がで

きた小地震のうち、本震前に起きた地震は 2つしかない。したがって、「強度と動摩
擦応力の差」が定常的に大きかったのかどうかは、残念ながら不明である。 
	
 一方、Allmann and Shearer (2007)は、2006年の Parkfield地震（以下、PE06と表

記する）の震源域およびその周辺で起きた小地震の応力降下量は、PE06の前後で変
化がなかったこと、また、PE06の震源域で起きた小地震は定常的に大きな応力降下
量を持っていたことを示している。この結果は、小地震の応力降下量を定常的に調べ

ることにより、「強度と動摩擦応力の差」の不均質分布をマッピングできる可能性を

示唆している。PE06の震源域のサイズは 20km程度であるが、本研究で示されたよ
うなより小さな不均質構造も、小地震の応力降下量を見積もることにより推定できる

かもしれない。 
	
 	
 Figure 2で示したような「本震のすべり量と小地震の応力降下量の相関」が他の
大地震でも見られるのかどうかを調べるため、現在、日本で起きた過去の大地震につ

いても同様の解析をすすめている。 
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